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福井しあわせ元気国体2018

福
井
国
体
で
「
新
潟
県
の
力
」
を

新
潟
県
少
年
選
抜　

監
督　

北
垣　

大
介

　

新
潟
県
少
年
選
抜
は
、

８
月
17
日
〜
19
日
に
新
発

田
市
に
て
開
催
さ
れ
た
北

信
越
国
体
に
て
、
北
信
越

１
位
で
福
井
国
体
へ
の
出

場
権
を
獲
得
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
、
選
手
達
、

そ
の
選
手
達
の
指
導
・
育

成
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
指
導
者
の
方
々
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
信
越
国
体

は
、
福
井
県
が
開
催
地
枠

で
本
国
体
に
出
場
す
る
た

め
、
例
年
と
は
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
変
更
さ

れ
、
本
県
・
長
野
県
・
富

山
県
・
石
川
県
の
４
県
で

の
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
形

式
と
な
り
３
日
間
で
３
試

合
を
行
い
、
４
チ
ー
ム
中

２
位
ま
で
が
福
井
国
体
へ

の
出
場
権
を
得
る
と
い
う

条
件
の
下
、
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

初
戦
の
石
川
戦
は
０―

０
の
拮
抗
し
た
ゲ
ー
ム
が

続
き
ま
し
た
が
、
後
半
に

２
点
を
入
れ
、
終
了
間
際

の
失
点
が
課
題
と
な
り
ま

し
た
が
、
２―

１
で
勝

利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

続
く
富
山
戦
は
早
い
時

間
帯
に
相
手
オ
ウ
ン
ゴ
ー

ル
か
ら
リ
ー
ド
す
る
も
の

の
、
負
け
れ
ば
後
が
無
い

富
山
県
の
圧
力
に
屈
し
、

不
本
意
な
失
点
を
重
ね
て

し
ま
い
、
１―

２
で
の
逆

転
負
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
戦
の
長
野
戦
は
、

本
県
含
め
全
て
の
県
に
出

場
権
獲
得
の
可
能
性
が
あ

る
状
態
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
臆
す
る
こ
と
な
く
選

手
達
は
躍
動
し
、
３
試
合

中
の
ベ
ス
ト
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
３

―

１
で
勝
利
す
る
と
と
も

に
、
１
位
で
の
出
場
権
獲

得
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
井
国
体
開
幕
ま
で

は
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
共
に
さ
ら
に

チ
ー
ム
の
結
束
を
高
め
、

課
題
を
整
理
・
克
服
し
、

長
野
戦
で
見
せ
た
よ
う
な

ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
、
２
０
１
４
年
長
崎
国

体
４
位
を
上
回
る
成
績
を

目
標
に
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

私
個
人
と
し
て
は
『
新
潟

の
育
成
の
集
大
成
』
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
も
掲
げ

て
い
ま
す
。
４
種
県
ト
レ

セ
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た
３

種
県
ト
レ
セ
ン
、
そ
し
て

Ｕ
15
選
抜
か
ら
は
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
の
選
手
も
加
わ

り
、
３
年
間
で
延
べ
60
名

程
の
選
手
を
招
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
度
の
Ｕ
16
北
信
越

ト
レ
セ
ン
リ
ー
グ
か
ら
は

早
生
ま
れ
・
県
外
出
身
者

も
加
え
て
20
〜
30
名
程
の

選
手
を
繰
り
返
し
テ
ス
ト

し
な
が
ら
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
、
こ
の
度
の
北
信
越

国
体
を
経
て
、
最
終
的
に

福
井
国
体
に
挑
む
16
名
を

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
今

ま
で
ト
レ
セ
ン
・
選
抜
活

動
に
参
加
し
て
く
れ
た
新

潟
の
選
手
達
全
員
、
今
ま

で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
新

潟
の
指
導
者
の
方
々
全
員

の
「
力
の
結
晶
」
で
す
。

　

福
井
国
体
で
は
、「
新

潟
県
の
力
」
を
発
揮
し
、

良
い
モ
ノ
を
新
潟
県
に
持

ち
帰
る
こ
と
で
、
皆
様
へ

の
恩
返
し
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

NiFAマスタープラン2007スタート
（一社）新潟県サッカー協会は、
英語名 :Niigata  Football Associationの略称を従来のNFAからNiFAに変更し、これを「ニーファ」
と読みます。
また、新たなスタートを切るNiFAを象徴するシンボルマークを作成。
４本の翼は新潟、上越、中越、下越の４地区協会を表し、新潟県の形も示しています。
そして４地区協会の飛躍による新たな新潟のサッカーをGOALに向かうサッカーボールで表現しました。
さらに濃いブルーは新潟の空と海、地域に根ざしたNiFAを表しています。
NiFAはさまざまなシーンでこのシンボルマークを使用していきます。

 NiFAの理念
サッカーを通じて豊かなスポーツ文化を創造し、県民の心身の健全な発達と社会の発展に貢献する。

 NiFAのビジョン
1.新潟県におけるサッカーの普及に努め、全ての県民がサッカーに親しむ環境を作り上げる。
　他の競技団体と連係し、スポーツをより身近なものとすることで、県民の健康で豊かな生活をサポートする。
2. 新潟県を代表するチームが日本のトップレベルで活躍できるようサッカーの強化に努め、新潟県出身プレーヤーが国内外で活躍するこ
とで、県民に勇気・希望・感動をもたらす。

３.常にフェアプレーの精神を持ち、国内外の人々との友好を深め、社会に貢献する。

 NiFAの目標2015
2015年には、健全でゆるぎない組織となり、６つの目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが８万人となる。
⑵ Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーを合計で10人以上輩出し、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出する。
⑶各カテゴリーの全国大会において、新潟県チームのいずれかが常にベスト４以上の成績を修める。
⑷ＪＦＬに加盟するチームを育成する。
⑸各カテゴリーの全国大会、国際試合を誘致、運営する。

 NiFAの目標2050
2050年にむけて、組織基盤をさらに強固なものとし、2050年までに以下の目標を達成する。
⑴新潟県内のサッカーファミリーが15万人となる。
⑵Jリーグ、Lリーグに新潟県出身プレーヤーが合計10人以上存在し続け、日本代表フル代表、年代別代表等に選出される選手を輩出し続
ける。
⑶日本で FIFAワールドカップが開催される際には、サッカー専用スタジアムで試合を開催する。
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阪口萌乃選手（アルビレックス新潟レディース）・原輝綺選手（アルビレックス新潟）
ジャカルタ・アジア大会でメダル獲得の大活躍 !!!

　

８
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
で
本
県
関
係
選
手

が
大
活
躍
し
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
に
所
属
す
る
阪
口
萌
乃
選
手
が
見

事
に
優
勝
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
所
属

す
る
原
輝
綺
選
手
が
準
優
勝
を
達
成
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
「
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
」
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
阪
口

萌
乃
選
手
は
、
２
週
間
で
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

北
朝
鮮
、
韓
国
、
中
国
と
の
５
試
合
を
戦
う

と
い
う
過
密
日
程
を
こ
な
し
、
主
に
左
サ
イ

ド
バ
ッ
ク
と
し
て
優
勝
に
貢
献
し
た
。
高
温

多
湿
な
気
候
に
加
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
の

悪
さ
な
ど
、
ア
ジ
ア
な
ら
で
は
の
厳
し
い
戦

い
を
強
い
ら
れ
る
中
、
持
ち
前
の
フ
ィ
ジ
カ

ル
と
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
決
勝
で
は

難
敵
中
国
を
１―

０
と
い
う
無
失
点
で
下

し
た
。
本
職
は
中
盤
だ
が
、
左
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
と
し
て
日
本
代
表
の
守
備
を
担
い
、
攻
守

に
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
貢
献
度
で
あ
っ
た
。

　

来
年
６
月
に
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン

ス
大
会
が
控
え
る
。
今
大
会
の
経
験
を
生
か

し
、「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
２
度
目
の
世

界
制
覇
に
向
け
て
、ま
す
ま
す
鍛
錬
に
励
み
、

活
躍
し
て
ほ
し
い
。

　

Ｕ―

21
日
本
代
表
の
一
員
と
し
て
臨
ん

だ
原
輝
綺
選
手
は
、
全
７
試
合
の
う
ち
、
決

勝
の
韓
国
戦
を
含
む
５
試
合
に
フ
ル
出
場
、

１
試
合
に
途
中
出
場
し
、
主
力
と
し
て
大
車

輪
の
活
躍
で
準
優
勝
に
貢
献
し
た
。
決
勝
戦

で
は
、
年
齢
が
上
の
Ｕ―

23
に
オ
ー
バ
ー
エ

イ
ジ
ま
で
加
え
た
本
気
の
韓
国
に
対
し
、
持

ち
前
の
粘
り
強
い
守
備
で
対
抗
す
る
も
、
惜

し
く
も
延
長
戦
の
末
、
１―

２
で
敗
れ
た
。

原
選
手
は
、
英
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
活
躍
す

る
Ｆ
Ｗ
孫
興
民
（
ソ
ン
・
フ
ン
ミ
ン
）
と
相

対
し
、
常
に
前
を
向
か
せ
な
い
よ
う
に
激
し

く
体
を
ぶ
つ
け
合
い
、
試
合
を
通
し
て
厳
し

い
競
り
合
い
を
続
け
た
。
Ｊ
２
リ
ー
グ
で
は

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
。
今
大
会
で
の
体
を
張
っ
た
守
備
に
加

え
、
存
在
感
を
見
せ
た
パ
ス
の
出
し
手
と
し

て
も
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
。
チ
ー
ム
の
今
後
の
浮
上
、
躍
進
へ
と
ぜ

ひ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　

阪
口
選
手
、
原
選
手
と
も
に
、
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
に
お
い
て
も
、
ピ
ッ
チ
上
で
躍

動
す
る
そ
の
勇
姿
を
、
私
た
ち
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ぜ
ひ
と
も
見
せ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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U-17日本代表の優勝で幕を閉じる

第22回国際ユースサッカー in 新潟

　

第
22
回
を
迎
え
た
国
際

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟

は
、
Ｕ―

17
日
本
代
表
・

Ｕ―

17
メ
キ
シ
コ
代
表
・

Ｕ―

17
ク
ロ
ア
チ
ア
代

表
・
Ｕ―

17
新
潟
選
抜
を

迎
え
、
新
潟
市
・
新
発
田

市
・
聖
籠
町
の
３
市
町
を

会
場
に
４
チ
ー
ム
総
当
り

戦
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
ユ
ー
ス
世
代

の
強
化
や
国
際
振
興
を
目

的
に
１
９
９
７
年
か
ら
開

催
さ
れ
、
今
年
で
22
回
目

と
な
り
、
特
に
今
年
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア

大
会
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
た
３
か
国
の

Ｕ―

17
世
代
を
迎
え
、
新

潟
選
抜
も
「
自
分
た
ち
の

力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る

か
挑
戦
者
と
し
て
挑
み
、

将
来
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

出
場
を
夢
に
各
国
選
手
達

が
力
を
ぶ
つ
け
合
う
大
会

で
し
た
。

　

試
合
は
、
初
日
に
新

潟
選
抜
が
Ｕ―

17
ク
ロ

ア
チ
ア
代
表
に
技
術
や
パ

ワ
ー
は
劣
っ
て
も
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
粘
り
強
さ
で

快
勝
、
勝
利
を
も
ぎ
取
り

好
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
試
合
は

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
で
決
め
き

る
速
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
果
敢
に
挑
み
存
分
に
そ

の
実
力
を
発
揮
し
ま
し
た

が
、
地
力
と
パ
ワ
ー
に
勝

る
Ｕ―

17
日
本
代
表
、
Ｕ

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟

Ｕ―

17
新
潟
県
選
抜　

藤
田　

敬
三

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟　

報
告
書

第２２回国際ユースサッカー in 新潟　大会結果
U－17
日本代表

U－17
メキシコ代表

U－17
新潟選抜

U－17
クロアチア代表

勝
点
得
点
失
点
点
差
順
位

 U－17
日本代表

２ ○ １ ２ ○ １ ３ ○ ０ 9 7 2 ＋5 １

 U－17
メキシコ代表

１ ● ２ １ ○ ０ ２ ○ ０ 6 4 2 ＋2 ２

 U－17
新潟選抜

１ ● ２ 0 ● １ ４ ○ ０ 3 5 3 ＋2 ３

 U－17
クロアチア代表

0 ● ３ 0 ● ２ 0 ● ４ 0 0 9 －9 ４

聖籠町　　　　　　　　　　7月14日（土）  16：30～　U - 1 7 新 潟 選 抜  VS  U-17クロアチア代表

スポアイランド聖籠　　　　7月15日（日）  16：30～　U - 1 7 日 本 代 表  VS  U-17クロアチア代表

新発田市　　　　　　　　　7月14日（土）  16：30～　U - 1 7 日 本 代 表  VS  U-17メキシコ代表

五十公野公園陸上競技場　　7月15日（日）  16：30～　U - 1 7 新 潟 選 抜  VS  U-17メキシコ代表

新潟市　　　　　　　　　　7月16日（月）  15：50～　U - 1 7 新 潟 選 抜  VS  U - 1 7 日 本 代 表

デンカビッグスワンスタジアム　　7月16日（月）  18：30～　U-17クロアチア代表  VS  U-17メキシコ代表

―

17
メ
キ
シ
コ
代
表
に
接

戦
の
す
え
惜
敗
、
結
果
は

３
位
で
大
会
の
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　

試
合
を
通
し
て
「
自
分

た
ち
の
力
が
ど
こ
ま
で
通

用
す
る
か
」果
敢
に
挑
み
、

自
信
に
つ
な
が
っ
た
プ

レ
ー
は
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
一
方
で
パ
ス
の

精
度
や
奪
い
き
る
ポ
イ
ン

ト
、
決
定
力
な
ど
力
の
差

が
見
ら
れ
今
後
の
課
題
と

し
て
本
県
サ
ッ
カ
ー
を
担

う
ユ
ー
ス
世
代
が
ど
ん
な

成
長
を
と
げ
る
か
、
今
大

会
の
手
応
え
、
悔
し
さ
を

糧
と
し
て
今
後
に
向
け
て

有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
in
新
潟

小
学
校
訪
問
交
流
会
開
催
報
告

　

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

in
新
潟
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、７
月
12
日
（
木
）

に
聖
籠
町
立
蓮
野
小
学
校

に
Ｕ―
17
日
本
代
表
・
新

発
田
市
立
東
豊
小
学
校
に

Ｕ―

17
ク
ロ
ア
チ
ア
代

表
・
新
潟
市
立
新
通
小
学

校
に
Ｕ―

17
メ
キ
シ
コ

代
表
チ
ー
ム
が
訪
問
し
5

年
生
・
6
年
生
の
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
各
代
表
チ
ー

ム
の
選
手
は
、
大
歓
声
で

素
晴
ら
し
い
歓
迎
を
受
け

る
と
、
子
供
た
ち
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
で
華
麗
な
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
や
シ
ュ
ー
ト

を
披
露
、
ま
た
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
・
手
つ
な
ぎ
鬼
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
い
た
子
供

た
ち
も
、
選
手
か
ら
話
し

か
け
ら
れ
る
こ
と
で
徐
々

に
笑
顔
に
な
り
、「
す
ご

い
！
」「
か
っ
こ
い
い
！
」

な
ど
の
声
が
連
発
。
選
手

達
も
大
汗
を
掻
き
な
が
ら

楽
し
み
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
、
子
供
た
ち

か
ら
「
と
て
も
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
次
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
皆
さ
ん
を

見
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

か
大
会
に
向
け
て
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貰
い
、
皆

で
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
選
手
や
子
供
た
ち
に

と
っ
て
素
敵
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

in
新
潟　

サ
ッ
カ
ー
教
室

　

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

in
新
潟
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
聖
籠
町
・
新
発

田
市
・
新
潟
市
で
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
講
師
に
安 

英
学

氏
、
元
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
を
お
招
き
し
て
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
、
下
越

地
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
新

発
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

全
面
協
力
を
得
て
開
催
し

ま
し
た
。
安
講
師
と
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
ス
ク
ー

ル
、
下
越
地
区
、
新
発
田

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
ス
タ
ッ

フ
の
熱
意
と
情
熱
と
愛
情

が
溢
れ
た
指
導
は
近
隣
の

子
ど
も
た
ち
に
限
ら
ず
見

守
っ
て
下
さ
っ
た
指
導
者

や
保
護
者
の
方
に
感
動
を

与
え
る
も
の
で
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
の
中
、
安

講
師
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム

中
心
の
指
導
は
、
す
で
に

サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
ん

で
い
る
子
供
た
ち
、
サ
ッ

カ
ー
に
興
味
が
あ
る
、
こ

れ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

た
い
子
供
た
ち
ま
で
幅
広

い
層
の
子
供
た
ち
を
引
き

付
け
、
ま
た
み
ん
な
で
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

め
た
教
室
は
こ
れ
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
可

能
性
を
更
に
拡
大
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
参
加
者
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

告
知
・
広
報
を
更
に
強
化

し
こ
の
事
業
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
歴
史
あ
る
素

晴
ら
し
い
大
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
を
運
営
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
国
際
ユ
ー
ス
の
目

的
は
新
潟
県
が
ト
レ
セ
ン

活
動
を
通
し
て
ジ
ュ
ニ

ア
年
代
か
ら
積
み
上
げ
て

き
た
成
果
を
い
か
に
発
揮

し
、
そ
の
中
で
現
在
地
を

知
り
、
今
後
の
育
成
に
い

か
に
結
び
つ
け
て
い
く
か

だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
・
メ
キ
シ
コ
・

日
本
代
表
ど
れ
を
と
っ
て

も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

チ
ー
ム
で
あ
り
、
そ
の
相

手
に
対
し
て
新
潟
県
選
抜

が
消
極
的
に
な
ら
ず
、
目

先
の
結
果
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
堂
々
と
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
に
戦
い
を
挑
ん
で
こ

そ
、
こ
の
国
際
ユ
ー
ス
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
価
値
が
あ
る
の
だ
と

強
く
思
い
、
チ
ー
ム
作
り

を
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
潟
県
選
抜
は

各
チ
ー
ム
か
ら
多
大
な
協

力
を
い
た
だ
き
、
新
潟
県

の
精
鋭
を
結
集

し
た
メ
ン
バ
ー

で
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

な
前
線
か
ら
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
相
手
に
自
由

を
与
え
ず
、
球

際
で
の
奪
い
合

い
で
も
た
く
ま

し
く
戦
い
、
自

分
た
ち
で
ボ
ー

ル
を
保
持
し
な

が
ら
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
判
断
力
を

駆
使
し
て
ゴ
ー

ル
に
迫
り
、
互
角
以
上

に
戦
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
３
試
合
目
の
日
本

代
表
戦
で
す
。
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
の
ピ
ッ
チ
で
大
勢
の

観
客
の
前
で
新
潟
県
の
選

手
た
ち
が
躍
動
し
た
90
分

間
は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
で

さ
え
も
興
奮
す
る
ゲ
ー
ム

内
容
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
て
新

潟
県
の
育
成
が
良
い
方
向

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
皆

様
に
感
じ
て
も
ら
え
た
の

で
あ
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い

ま
す
。
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。



平成30年９月30日（3）

【
会
場
】

鳥
取
県
鳥
取
市　

コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ

ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク　

他

【
結
果
】

１
回
戦

　

新
潟
市
立
山
の
下
中　

　

１―

０
（
１―

０
）

　

 

山
口
県　

周
南
市
立
周

陽
中
（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
）

２
回
戦

　

新
潟
市
立
山
の
下
中

　

２―

３
（
１―

１
）

　

 

茨
城
県　

守
谷
市
立
御

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
周

陽
中
戦
で
は
、
個
々
の
能

力
や
ス
ピ
ー
ド
に
優
れ
た

選
手
に
苦
慮
し
ま
し
た

が
、
組
織
的
な
守
備
で
対

抗
し
、
前
半
も
ぎ
と
っ
た

１
点
を
守
り
切
り
、
勝
利

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
回
戦
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
茨
城
県
御

所
ヶ
丘
中
戦
は
、
幸
先
よ

く
先
制
す
る
も
、
相
手

の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
で
追

い
つ
か
れ
、
後
半
立
ち
上

が
り
再
度
リ
ー
ド
を
奪
う

も
、
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
後
す
ぐ
に
相

手
ク
ロ
ス
ボ
ー
ル
が
ゴ
ー

ル
に
吸
い
込
ま
れ
同
点
。

そ
の
２
分
後
浮
き
足
だ
っ

た
所
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
逆
転

第
49
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
て

新
潟
市
立
山
の
下
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部　
　
　

　

顧
問　

梅
津　

雅
史

ゴ
ー
ル
を
許
し
、
惜
し
く

も
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
通
じ
、『
選
手

が
試
合
を
通
し
て
逞
し
く

成
長
で
き
た
こ
と
』
が
私

に
と
っ
て
の
大
き
な
喜
び

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
継
続
し
て
要
求
し
て
い

る
「
基
本
技
術
へ
の
拘

り
」「
質
と
強
さ
の
追
求
」

「
守
備
で
の
ハ
ー
ド
ワ
ー

ク
」
が
大
き
な
成
果
を
生

み
、
全
国
の
強
豪
と
も
互

角
以
上
の
戦
い
を
繰
り
広

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
山
の

下
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
前

顧
問
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

小
林
正
昭
先
生
の
地
道
で

そ
し
て
的
確
な
選
手
育
成

の
賜
で
す
。
ま
た
、
５
年

前
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
に

携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
内

藤
皓
コ
ー
チ
の
力
も
大
き

く
、
一
貫
し
た
選
手
育
成

が
「
自
立
し
た
選
手
」
を

育
て
大
き
な
成
果
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
全
国
大
会
出

場
に
際
し
て
、
多
く
の

皆
様
方
か
ら
ご
支
援
ご
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
山
の
下
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
は
こ
れ
か
ら

も
歩
み
を
止
め
ず
、
日
々

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

朝
、
開
会
式
の
時
は
く

も
り
空
だ
っ
た
が
、
次
第

に
空
は
雨
を
降
ら
せ
、
風

を
強
め
て
き
た
。　
　
　

　
　
　

　

対
戦
す
る
相
手
チ
ー
ム

だ
け
で
な
く
、
雨
や
風
、

寒
さ
と
も
、
闘
っ
た
。
ま

だ
小
さ
な
選
手
た
ち
で
は

あ
る
が
、
気
持
ち
は
大
人

と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
。

こ
ん
な
会
話
が
聞
こ
え
て

き
た
。

　

お
母
さ
ん
が
選
手
に
問

い
か
け
る
。

「
寒
く
な
い
の
？
」
選
手

は
こ
う
答
え
た
。

『
お
母
さ
ん
、
サ
ッ
カ
ー

は
雨
で
も
や
る
ん
だ
よ
』

ち
ょ
っ
と
得
意
気
で
あ
っ

た
。

　

天
気
こ
そ
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
九

月
十
日
に
第
十
回
新
潟
県

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
Ｕ―

８
は
、
昨

年
に
続
き
刈
羽
村
ピ
ア

パ
ー
ク
サ
ッ
カ
ー
場
で

行
わ
れ
た
。
前
年
度
よ
り

会
場
を
ピ
ア
パ
ー
ク
に
移

し
、
刈
羽
村
さ
ま
、
Ｐ
Ｖ

Ｋ
（
株
）
さ
ま
の
後
援
を

第
十
回
新
潟
県
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｕ―

８
開
催
に
つ
い
て

　

第
四
種
委
員
長　

大
倉　

崇
夫

い
た
だ
き
、
施
設
、
環
境

と
も
充
実
し
た
ピ
ア
パ
ー

ク
で
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
代
が
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
る
、
サ
ッ
カ
ー
を

好
き
に
な
る
入
口
と
な
る

の
で
、
選
手
た
ち
が
の
び

の
び
と
プ
レ
ー
で
き
る
よ

う
に
、
保
護
者
は
大
き
な

声
で
応
援
し
、
指
導
者
は

わ
か
り
や
す
く
指
導
し
、

時
に
は
厳
し
く
励
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
四
種
委
員
会
も

こ
の
年
代
に
力
を
注
ぎ
、

選
手
た
ち
が
楽
し
く
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
、
い
つ
ま
で

も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
く

れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
姿

を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
選
手
全
員
が
出

場
し
、
そ
の
姿
を
み
ん
な

で
応
援
し
、
お
互
い
競
い

合
い
、
成
長
す
る
姿
を
追

い
か
け
て
い
く
。
悔
し
涙

を
流
し
た
選
手
も
い
ま
し

た
。ゴ
ー
ル
を
決
め
、ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
た
選

手
、
ス
ー
パ
ー
セ
ー
ブ
で

雄
叫
び
を
あ
げ
る
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
。
何
年
か
た
っ

た
時
に
、
寒
か
っ
た
け

ど
あ
の
大
会
面
白
か
っ
た

ね
。
そ
う
い
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
運
営
側

と
し
て
は
、
万
々
歳
で
あ

る
。

　

母
親
に
「
雨
で
も
や

る
！
」
そ
う
言
っ
た
少
年

は
今
後
ど
ん
な
成
長
を
し

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
非

常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に

あ
た
り
、
後
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
、刈
羽
村
さ
ま
、

Ｐ
Ｖ
Ｋ
さ
ま
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

所
ヶ
丘
中
（
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
）

　

山
の
下
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
は
２
年
前
、
新
潟

県
大
会
、
そ
し
て
北
信
越

大
会
を
初
制
覇
し
、
全
国

大
会
に
初
出
場
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
県

大
会
に
お
い
て
３
連
覇
を

達
成
し
、
北
信
越
大
会
に

お
い
て
も
２
年
ぶ
り
２
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
１
回
戦
、

　

こ
の
度
は
、
魚
沼
柏
崎

ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
セ
ン
と
し

て
２
年
ぶ
り
に
バ
ー
モ
ン

ト
カ
ッ
プ
第
28
回
全
日
本

少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
関
係

者
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

チ
ー
ム
を
結
成
し
最
初

に
決
め
た
こ
と
は
「
全
国

大
会
出
場
」で
は
な
く「
全

国
大
会
で
勝
つ
」
事
を
目

標
に
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国

出
場
が
決
ま
り
選
手
た
ち

に
「
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
だ
」
と
伝
え
、
全
国
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

守
備
は
ボ
ー
ル
を
奪
う

為
の
考
え
に
基
づ
い
た
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
攻
撃

は
ゴ
ー
ル
を
奪
う
た
め
の

考
え
か
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
と
変
化
を
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
大
会
に
挑
み
ま
し

た
。

　

結
果
と
し
て
は
１
勝
２

敗
で
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
敗

退
で
し
た
。
予
選
リ
ー
グ

は
３
試
合
と
も
先
制
し
ま

し
た
が
、
１
試
合
目
の
千

葉
県
代
表
柏
レ
イ
ソ
ル
Ｔ

Ｏ
Ａ
、
２
試
合
目
の
兵
庫

県
代
表
の
西
宮
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
の
選
手
た
ち
は

失
点
し
て
も
焦
る
様
子
も

な
く
、
技
術
が
あ
る
の
も

そ
う
で
す
が
、
自
信
が
あ

る
か
ら
こ
そ
落
ち
着
い
て

プ
レ
ー
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
チ
ー
ム

と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た

考
え
に
基
づ
い
た
個
人
・

グ
ル
ー
プ
戦
術
が
あ
り
、

試
合
中
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
自

体
が
対
応
で
き
る
力
が
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
を
通
し
て
感

じ
た
上
位
チ
ー
ム
と
の
差

は
、
個
人
の
考
え
に
よ
る

判
断
基
準
の
高
さ
や
、
技

術
的
に
は
キ
ッ
ク
や
動
き

な
が
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
質
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

選
手
た
ち
に
は
今
回
の

経
験
を
生
か
し
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

エ
ル
・
オ
ウ
ロ

２―

４

柏
レ
イ
ソ
ル
Ｔ
Ｏ
Ａ

（
千
葉
県
）

エ
ル
・
オ
ウ
ロ

５―

８

西
宮
サ
ッ
カ
ー　
　

ス
ク
ー
ル（
兵
庫
県
）

エ
ル
・
オ
ウ
ロ

10―

２

　

丸
亀
城
東
サ
ッ
カ
ー

少
年
団　
（
香
川
県
）

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
全
国
大
会
を
終
え
て

エ
ル
・
オ
ウ
ロ
監
督　

西
野　

雄
二
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こ
の
度
、「
ｔ
ｏ
ｎ
ａ

ｎ 

第
8
回
北
関
東
Ｕ―

12
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
に
新

潟
県
か
ら
水
原
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
さ
ん
と
一
緒
に
初

め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
開
催
す
る
に
あ
た
っ

て
大
会
関
係
者
様
は
じ
め

に
、
群
馬
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
様
や
群
馬
ま
で
駆
け
つ

け
て
頂
い
た
新
潟
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
様
な
ど
、
対
戦

し
て
頂

い
た
相

手
チ
ー

ム
様
、

た
く
さ

ん
の
方 

々
の
協

力
に
よ

り
、
と

て
も
貴

重
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
や
色
々

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
開
会
式
を
含
め

た
３
日
間
で
行
わ
れ
た
大

会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
対
戦
し
た
全

チ
ー
ム
が
群
馬
県
の
猛
暑

の
中
で
も
力
強
く
、
最
後

ま
で
逞
し
く
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
て
、
同
じ
小
学

生
で
あ
り
な
が
ら
見
習
わ

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て

も
多
か
っ
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
最
後
の
弱
さ
や
甘

さ
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
で
き
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
く
の
が
顕
著
に

出
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
て
経
験
で
き

た
こ
と
や
気
付
け
た
こ
と

を
改
善
し
て
い
き
、
今
後

の
大
会
や
試
合
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
今
回
、
新
潟
県

の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
の
で
す
が
、
良

い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の

で
、
来
年
ま
た
こ
の
大
会

で
今
回
よ
り
も
良
い
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
新
潟
県

で
こ
の
大
会
に
参
加
す
る

権
利
を
掴
み
、
ま
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
れ
ば
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

会
を
機
に
更
な
る
飛
躍
が

で
き
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
。
大
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

以
下
、
長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12
の
大
会
結
果
と

な
り
ま
す
。

・ 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ 

Ｈ

ブ
ロ
ッ
ク

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12

vs
古
河
Ｓ
Ｓ（
茨
城
県
）

　
　
　

０―

１　

●

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12

　

vs
塩
山
サ
ッ
カ
ー

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
山
梨
県
）

　
　
　

６―

１　

○

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
２
位
通
過

・ 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
順
位

決
定
戦

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12

　

vs
佐
野
サ
ッ
カ
ー

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
茨
城
県
）

　
　
　

０―

２  

●

Ｇ
・
Ｈ
グ
ル
ー
プ
４
位

・ 

４
位
パ
ー
ト
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―

12 

　

vs
Ｊ
Ｆ
Ｃ

　
　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
栃
木
県
）

　
　
　

１―

３　

●

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ―
12 

　

vs
栃
木
ウ
ー
ヴ
ァ
Ｆ
Ｃ

　
　

Ｕ―

12
（
栃
木
県
）

　
　
　

６―

１　

○

４
位
パ
ー
ト
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
位

8
回
北
関
東（
関
東
外
環
）

Ｕ―

12
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会 

in 

Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
」

に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
総
合
順
位
で

24
チ
ー
ム
中
12
位
で
し
た

が
、
新
潟
県
を
代
表
し
て

出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
少
し
で
す
が

テ
ク
ニ
カ
ル
的
な
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
関
東
地
域
は
、
縦
に

速
く
シ
ン
プ
ル
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

大
会
に
参
加
し
て
い
る

チ
ー
ム
は
、
丁
寧
に
意
図

を
持
っ
て
ボ
ー
ル
を
動
か

し
な
が
ら
、
相
手
の
隙
を

突
い
て
ゴ
ー
ル
を
奪
う
と

い
う
狙
い
を
持
っ
た
チ
ー

ム
が
多
か
っ
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
記
録

的
な
猛
暑
の
中
で
し
た

が
、
当
チ
ー
ム
と
し
て

も
「
ボ
ー
ル
を
奪
う
」
こ

と
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
日

常
で
は
あ
ま
り
経
験
す
る

こ
と
が
な
い
、
激
し
く
も

フ
ェ
ア
な
闘
い
を
満
喫
で

き
ま
し
た
。（
簡
単
に
倒

れ
た
り
、
レ
フ
リ
ー
へ
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
チ
ー
ム
は

少
な
か
っ
た
。）

　

今
大
会
は
Ｆ
Ｆ
Ｐ
（
ト

レ
セ
ン
研
修
会
）
と
の
重

複
を
は
じ
め
、
様
々
な
事

情
に
よ
り
、
県
大
会
優
勝

メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
の
試

合
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
試
合
全
員
出
場
し

な
が
ら
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

今
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
３

日
間
現
地
に
て
激
励
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
大
倉

４
種
委
員
長
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
参
加
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
般
開
催
さ
れ
た
、「
ス

ポ
ー
ツ
デ
ポ
カ
ッ
プ
第
26

回
新
潟
県
Ｕ―

12
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
〝
燃
え

る
心
〞」
に
お
い
て
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
、
平
成

30
年
8
月
3
日
か
ら
5
日

ま
で
群

馬
県
伊

勢
崎
市

に
て
開

催
さ
れ

た
「『
ｔ

ｏ
ｎ
ａ

ｎ
』
第

ｔ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ 

第
８
回
北
関
東
Ｕ―

12

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
終
え
て

長
岡
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ　

監
督　

西
田　

勝
彦

『
ｔ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
』
第
８
回
北
関
東
Ｕ―

12

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
終
え
て

水
原
サ
ッ
カ
ー
少
年
団　

総
監
督　

田
中　

純
壱

　

7
月
27
日
か
ら
8
月

2
日
、
群
馬
県
前
橋
市
の

前
橋
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
今
夏
よ
り
新

設
さ
れ
ま
し
た
「
日
本
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
女
子
サ
ッ

カ
ー
大
会
（
Ｕ―

18
）

２
０
１
８
」
に
出
場
し
ま

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

女
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
終
え
て

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ
18　
　

監
督　

佐
野　

佑
樹

し
た
。
一
般
財
団
法
人
日

本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
連
盟
主
催
の
今
大
会

は
、16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

４
チ
ー
ム
総
当
た
り
の
グ

ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
の
後
、

休
息
日
を
挟
ん
で
上
位
・

下
位
へ
分
か
れ
て
の
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
ジ
へ
と

進
み
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
台
風
接
近
の
影
響

に
よ
り
キ
ッ
ク
オ
フ
及
び

試
合
時
間
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
が
、
安
全
を
考
慮

し
た
大
会
運
営
を
い
た
だ

き
問
題
な
く
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
天

候
が
著
し
く
変
化
す
る
な

か
、
２
勝
１
敗
で
上
位

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
ジ

へ
進
出
。
今
季
、
強
化
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
ビ
ル

ド
ア
ッ
プ
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
ブ

レ
イ
ク
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

と
、
選
手
同
士
が
意
見
を

交
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
そ
の
都
度
修
正
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー

ジ
は
1
勝
2
敗
で
最
終
順

位
は
６
位
。
例
年
、
北
信

越
を
出
て
試
合
が
で
き
る

環
境
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
全
国
大
会
出
場
経

験
の
多
い
チ
ー
ム
と
の
実

戦
に
よ
り
、
チ
ー
ム
と
個

の
両
面
で
、
成
果
と
課
題

を
整
理
す
る
機
会
が
増
え

と
て
も
収
穫
の
多
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
年
明
け

に
開
催
さ
れ
ま
す
全
日
本

女
子
ユ
ー
ス
選
手
権
へ
向

け
て
の
通
過
点
と
し
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本
Ｕ―

15

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｕ
15　
　

監
督　

斎
藤　

友
里

　

日
頃
よ
り
新
潟
県
内

サ
ッ
カ
ー
関
係
者
の
皆

様
か
ら
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
に
対
し
て
多
大
な

る
ご
支
援
と
ご
声
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

7
月
21
日
か
ら
大
阪
府

の
Ｊ―

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
堺

で
行
わ
れ
た
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
全

日
本
Ｕ―

15
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
は
、
1
回
戦
で

藤
枝
順
心
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
東

海
）
と
対
戦
し
、
2―
0

で
勝
利
し
ま
し
た
。
2
回

戦
は
、
北
海
道
リ
ラ
・
コ

ン
サ
ド
ー
レ
（
北
海
道
）

と
対
戦
し
、
2―

2
の
引

き
分
け
で
Ｐ
Ｋ
戦
に
よ
り

敗
れ
、
2
回
戦
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
向
か
う
に

あ
た
り
、
全
国
の
強
豪

チ
ー
ム
が
集
う
場
所
で
、

今
自
分
た
ち
の
力
が
ど
の

く
ら
い
発
揮
で
き
る
の
か

挑
戦
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。
全
国
の
大
舞

台
で
の
緊
張
感
、
た
く
さ

ん
の
応
援
が
あ
る
雰
囲
気

で
、
試
合
の
立
ち
上
が
り

は
、
自
信
を
持
っ
て
プ

レ
ー
を
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
相
手
が
し
て
来
る
こ

と
に
対
し
て
対
応
す
る
場

面
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々

に
相
手
の
攻
撃
の
仕
方
や

ス
ピ
ー
ド
感
、
場
の
雰

囲
気
に
慣
れ
る
と
、
自
分

た
ち
の
持
ち
味
を
出
し
て

い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
会
を
通
し
て
、
女
子

第
５
回
Ｊ
Ｆ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス
／
ガ
ー
ル
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
IN
妙
高
カ
ッ
プ
（
Ｕ―

12
）

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
女
子
委
員
会　
　
　

川
原　

寿
夫

　

8
月
25
・
26
日
に
、
Ａ

Ｐ
Ａ
リ
ゾ
ー
ト
上
越
妙
高

の
天
然
芝
ピ
ッ
チ
2
面
に

て
、
表
記
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
新
潟
県

か
ら
5
チ
ー
ム
、
長
野

県
か
ら
5
チ
ー
ム
、
富
山

県
か
ら
1
チ
ー
ム
、
福
井

県
か
ら
1
チ
ー
ム
、
石
川

県
か
ら
1
チ
ー
ム
、
埼
玉

県
か
ら
1
チ
ー
ム
の
計
14

チ
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
、
私
が

女
子
の
試
合
や
ト
レ
セ
ン

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
知
り
合
っ
た
方
の

チ
ー
ム
や
、
県
女
子
委
員

会
や
、
県
・
北
信
越
女
子

ト
レ
セ
ン
関
係
者
等
の
、

横
の
繋
が
り
か
ら
の
物

で
、
北
信
越
地
域
の
女
子

関
係
者
の
繋
が
り
の
深
さ

や
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良

さ
も
示
す
事
が
出
来
た
大

会
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

14
チ
ー
ム
で
の
大
会

は
、
県
内
で
行
わ
れ
た
女

子
Ｕ―

12
大
会
で
は
、
過

去
を
見
て
も
最
大
規
模

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
何
度
か
こ
の
規
模

の
大
会
が
開
催
出
来
れ

ば
、
も
っ
と
女
子
Ｕ―

12

が
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

例
年
、
大
会
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
と
し
て
「
大
会
に

参
加
し
た
選
手
を
必
ず
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
出
場
さ

せ
る
」
を
設
け
、
全
て

の
サ
ッ
カ
ー
少
女
達
に
、

ゲ
ー
ム
を
た
の
し
ん
で
も

ら
う
事
、
親
御
さ
ん
に
は

お
子
さ
ん
が
プ
レ
ー
す
る

姿
を
観
て
ほ
し
い
と
言
う

所
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。

　

5
・
6
年
生
の
選
手
中

心
の
チ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど

で
、
試
合
レ
ベ
ル
は
拮
抗

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
外
チ
ー
ム
同

士
の
試
合
も
多
く
、
参
加

チ
ー
ム
、
選
手
の
皆
さ
ん

に
刺
激
が
あ
り
、
得
る
も

の
、
持
ち
帰
る
物
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

女
子
Ｕ―

12
は
、
選

手
の
絶
対
数
が
少
な
い

の
で
、
今
年
は
た
く
さ

ん
選
手
が
い
る
が
来
年
は

人
数
が
少
な
い
と
言
う

チ
ー
ム
も
多
い
で
す
が
、

２
０
１
９
年
度
も
早
い
準

備
か
ら
、
２
０
１
８
年
度

と
同
レ
ベ
ル
か
、
そ
れ
以

上
の
規
模
の
大
会
開
催
を

目
指
し
て
行
き
ま
す
。

Ｕ―

15
世
代
で
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
レ
ベ
ル
の
高
い

試
合
を
経
験
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
の

大
舞
台
で
受
け
身
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
か
ら
相
手

に
脅
威
を
与
え
て
い
く
こ

と
は
、課
題
が
で
ま
し
た
。

課
題
を
向
上
す
る
た
め
に

は
、
個
人
の
技
術
に
磨
き

を
か
け
自
信
を
持
た
せ
て

あ
げ
る
こ
と
、
失
敗
を
恐

れ
ず
日
頃
か
ら
挑
戦
す
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
、

日
々
の
練
習
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
新
潟
県
内
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
暑
さ
の

な
か
タ
フ
に
プ
レ
ー
を
し

た
経
験
を
今
後
の
選
手
生

活
で
発
揮
で
き
る
よ
う
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
ご
声
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
IN
三
重

２
級
審
判
員　

樋
口　

晃
生

　

８
月
５
日
〜
８
月
９
日

ま
で
三
重
県
で
開
催
さ
れ

た
平
成
30
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ

カ
ー
競
技
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

大
会
自
体
は
８
月
７
日

か
ら
で
し
た
が
、
２
級
審

判
員
は
５
日
夕
方
に
集
合

し
、
競
技
規
則
テ
ス
ト
。

翌
日
に
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
講
義

等
を
行
い
、
夜
に
は
１
級

審
判
員
も
合
流
し
、
開
校

式
を
行
い
ま
し
た
。
開
校

式
で
は
小
川
審
判
委
員
長

か
ら
大
会
成
功
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ

い
。
と
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
７
日
主
審
、

８
日
・
９
日
副
審
と
３
日

間
を
通
し
て
割
当
を
い
た

だ
き
、
主
審
を
担
当
し
た

試
合
は
夜
の
研
修
で
映
像

を
使
っ
た
振
り
返
り
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
他

の
審
判
員
か
ら
様
々
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

自
分
に
と
っ
て
と
て
も
プ

ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
北
信
越
以
外
の
審

判
員
と
交
流
す
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
無
い
為
、
５
日

間
を
通
し
て
他
地
域
の
審

判
員
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
普
段

の
取
り
組
み
が
い
か
に
大

切
か
。
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
国
大
会
だ
か
ら
と
い
っ

　

ま
た
新
潟
県
代
表
と
い

う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
大

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
地
域
の
代
表
と
い

う
部
分
を
全
面
に
表
現
す

る
こ
と
で
、
選
手
一
人
ひ

と
り
に
自
覚
が
芽
生
え
、

試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
自

然
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
団
結
力
が
高
ま
り
、
選

手
た
ち
が
自
信
を
も
っ
て

楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
で
監

督
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

私
自
身
も
「
喜
び
や
嬉
し

さ
」
な
ど
の
選
手
が
感

じ
る
気
持
ち
を
一
緒
に
味

わ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

大
会
を
通
し
て
、
他
の

チ
ー
ム
と
比
べ
て
み
て
も

選
手
た
ち
の
技
術
の
高
さ

全
日
本
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
制
覇

帝
京
長
岡
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部　
　
　

　

監
督　

古
沢　
　

徹

　

新
潟
地
区
女
子
委
員
会

で
は
女
子
事
業
の
各
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
今
ま
で
の
活
動

報
告
と
、
今
後
の
活
動
の

お
知
ら
せ
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
毎
年
7
月
第
1

週
に
開
催
し
て
い
る
Ｕ
12

女
子
8
人
制
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
Ｕ
12
年
代
の
女

子
だ
け
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
こ
と
で

女
子
の
普
及
育
成
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
昨
年
度

よ
り
4
種
の
方
々
に
も

ご
協
力
を
頂
き
、
4
種
か

ら
の
参
加
も
増
え
た
フ
ェ

ス
タ
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
新
潟
地
区
の
女
子
委

員
会
と
し
て
は
運
営
方
面

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
女
子
技
術
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
フ
ェ
ス

タ
1
日
目
の
終
わ
り
に
指

導
者
研
修
会
も
実
施
。
こ

の
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
た

チ
ー
ム
の
方
の
参
加
や
見

学
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
11
月
に
今
年
第

10
回
と
な
り
ま
す
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
カ
ッ
プ
女
子
Ｕ
14
を

開
催
運
営
致
し
ま
す
。
女

子
の
問
題
の
小
学
生
か
ら

中
学
生
に
上
が
る
と
き
に

選
手
が
減
少
す
る
こ
と
、

ま
た
特
に
中
1
年
代
の
試

合
出
場
機
会
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
の
手

助
け
と
な
れ
る
よ
う
、
小

学
5
年
〜
中
学
2
年
対
象

の
大
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
昨
年
同
様
運
営
面

で
は
審
判
（
副
審
）
の
お

手
伝
い
を
新
潟
地
区
女
子

新
潟
地
区
女
子
委
員
会
だ
よ
り

新
潟
地
区
女
子
委
員　

緒
方　
　

牧

委
員
会
で
実
施
予
定
。
こ

れ
に
よ
り
参
加
チ
ー
ム

の
負
担
が
軽
減
し
た
こ
と

と
、
こ
の
お
手
伝
い
を
高

校
生
年
代
が
行
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
ユ
ー
ス
審
判
の

普
及
に
も
繋
が
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

も
う
一
つ
、
今
年
か
ら

Ｕ
18
年
代
の
大
会
も
実
施

予
定
で
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

カ
ッ
プ
の
1
週
前
に
開

催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
新
潟
県
で
も
高
校
女

子
チ
ー
ム
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
高
校
チ
ー
ム

と
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
交
流

を
図
る
と
共
に
、
育
成
強

化
を
図
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
う
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
潟
地
区

女
子
委
員
会
で
は
新
潟
地

区
の
女
子
登
録
チ
ー
ム

の
協
力
で
大
会
運
営
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。
各
年

代
の
大
会
運
営
を
行
う
こ

と
で
、
新
潟
県
女
子
全
体

の
育
成
普
及
、
並
び
に
強

化
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
新

潟
地
区
女
子
委
員
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

予
選
を
振
り
返
っ
て
、
全
国
大
会
へ
の
抱
負

ｃ
ａ
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ　

ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ａ　

ｐ
ｒ
ａ
ｉ
ａ　
　

阿
部　

卓
哉

　

昨
年
大
会
に
引
き
続

き
、
今
大
会
も
北
信
越
地

域
の
代
表
と
し
て
全
国
大

会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
に
お

け
る
北
信
越
地
域
の
レ
ベ

ル
は
他
地
域
に
比
べ
競
技

力
、
環
境
と
も
に
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
挑
戦
す
る
立
場
で

あ
る
事
は
昨
年
と
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
回
の

北
信
越
大
会
で
は
富
山
を

除
く
４
県
の
チ
ー
ム
が
全

国
大
会
の
切
符
を
掛
け
て

鎬
を
削
り
、
ど
の
チ
ー
ム

も
前
回
大
会
よ
り
も
成
長

し
た
姿
を
ピ
ッ
チ
で
表
現

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
北
信
越
地
域
の

発
展
の
た
め
に
も
、
10
月

に
沖
縄
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
で
は
、
北
信
越
地
域

の
代
表
と
し
て
日
々
練
習

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
こ
と
を
出
し
尽
く
し
、

よ
り
多
く
の
経
験
を
北
信

越
地
域
に
還
元
で
き
る

様
、
精
一
杯
戦
っ
て
参
り

ま
す
。

地
域
レ
フ
ェ
リ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

２
級
審
判
員　

小
林
健
太
朗

　

私
は
Ｊ
リ
ー
グ
、
そ

し
て
国
際
試
合
で
笛
を

吹
く
こ
と
を
目
指
し
て

審
判
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
２
級
審
判

員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ

Ｆ
Ａ
が
23
歳
以
下
の
審

判
員
を
対
象
に
フ
ァ
ス

ト
ト
ラ
ッ
ク
で
１
級
審

判
、
国
際
審
判
の
育
成

の
た
め
に
２
０
１
７
年

よ
り
地
域
レ
フ
ェ
リ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
各
地
域
か
ら

３
〜
５
人
が
選
ば
れ
、

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
１
級
を
目
指
し
ま

す
。
活
動
内
容
は
１
ヶ

月
に
１
度
（
主
に
１
泊

２
日
で
）
試
合
を
中
心

に
研
修
を
行
い
、
担
当

し
た
試
合
の
映
像
分
析

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
ま
す
。
ま
た
試
合

以
外
に
も
心
理
学
や
栄

養
学
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
英
会

話
の
講
義
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
義
は
Ｊ
Ｆ
Ａ
ハ

ウ
ス
で
行
い
、
ウ
ェ
ブ

で
繋
げ
て
全
国
の
ア
カ

デ
ミ
ー
生
が
一
斉
に
講

義
を
受
け
ま
す
。

　

私
は
こ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
で
と
て
も
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
全
国
32
人
の
ア

カ
デ
ミ
ー
メ
ン
バ
ー
と

の
全
国
研
修
会
や
セ
レ

ク
ト
の
研
修
会
が
と
て

も
良
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
と
１
番
大

き
な
理
由
は
、
自
分
の

弱
点
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
す
。
そ
の

弱
点
を
ど
う
克
服
す
る

か
を
み
ん
な
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が

ら
深
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
自
分
の
ス
ト
ロ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
た
の
が

成
長
に
繋
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。

は
一
番
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。
そ
の
技

術
力
は
、
育
成
年
代
で
あ

る
三
種
、
四
種
の
指
導
者

の
皆
様
の
努
力
の
賜
物
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
選
手
を
送
り
出

し
て
い
た
頂
い
た
指
導
者

の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま

す
。

　

最
後
に
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の

方
々
に
感
謝
し
、
来
年
の

大
会
で
連
覇
す
る
こ
と
や

フ
ッ
ト
サ
ル
だ
け
で
は
な

く
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
新

潟
県
が
日
本
一
を
と
れ
る

よ
う
に
私
自
身
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

八
月
に
行
わ
れ
た
「
第

5
回
全
日
本
Ｕ―

18

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大

会
」
に
お
い
て
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
大

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

大
会
関
係
者
を
始
め
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
に
出
場
す
る
に
あ

た
り
、
二
年
ぶ
り
二
回
目

の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
挑

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
優
勝
と
い
う
目
標

に
向
け
、一
体
感
を
持
ち
、

最
後
ま
で
戦
い
抜
い
て
く

れ
た
こ
と
が
こ
の
結
果
に

繋
が
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

て
、
特
別
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
で
き
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

試
合
で
も
い
つ
も
し
て
い

る
こ
と
を
い
つ
も
通
り
す

る
こ
と
が
１
番
大
切
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

常
に
向
上
心
を
持
っ
て
、

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
。

審
判
を
楽
し
ん
で
。
今
後

の
審
判
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。



（6）平成30年９月30日

　2014年以来 4年ぶり新生日本代表が来県し「キリンチャレンジカップ 2018」が開催
されます。
　新たに SAMURAI BLUE を指揮する森保監督の就任第 3戦目となりビッグな勝利を目
指します。森保監督は、本年開催されたワールドカップロシア大会で西野新監督のもと
コーチとして入閣し、決勝トーナメントに進みベスト 16進出に貢献。また、2010 年か
ら 2011年にはアルビレックス新潟ヘッドコーチとして在籍され、久しぶりに縁のある新
潟で勝利を目指しています。
　対するパナマ代表チームは FIFA ランキング 69位（2018 年 8月 16 日発表、日本は
55位）と初出場のワールドカップ大会で予選リーグ敗退後、ランキングを下げましたが、
堅い守備からカウンターで攻める堅守速攻がチームのスタイル、チーム全体の豊かな経験
と連携ができている勝負強いチームです。
　選手個々の身体能力の高さに定評もありカリブの気質そのままに素晴らしいプレーを見
せるものと思われます。
　新生森保ジャパンと白熱した戦いになると思います。
　是非、新生森保ジャパンに期待して応援しましょう。

KIRIN CHALLENGE CUP 2018
SAMURAI BLUE（日本代表）VS パナマ代表

場　所：デンカビックスワンスタジアム

日　時：平成 30年 10 月 12 日（金）

　　　　キックオフ　19：35

「森保ジャパン　第 3戦目！」

新潟でビッグな勝利を！

開催日：2018 年11 月24 日（土）・
　　　　　　　　　　　 25 日（日）
　　　　両日各2 試合
     　　計4 試合実施

会　場：新潟市陸上競技場
　　　　＊入場無料
　　　　＊組合せ、試合時間等の詳細は
            後日決定

以下のとおり皇后杯２回戦を
開催いたします。

昨年、準々決勝で惜敗したアルビレックス新潟レディースの
優勝を目指した戦いがこれから始まります。

力強いご声援をお願いします。

東日本大震災  復興支援
がんばろう   　 ニッポン！

サッカーファミリーのチカラをひとつに！

● ● スマイル＆チャレンジ ● ●

当協会にご支援いただいている法人各社

2007 年宣言の実現のため諸事業に取り組んでいます !!

 　　　 テレビ新潟　 ＢＳＮ新潟放送 
新潟日報　 東北電力　 総合生協
 　　　

NiFAパラ・サッカー
フェスティバル2018のご案内

　新潟県サッカー協会では、多くの方々のお支援とご理解をいただき障
がい者サッカーの普及発展の第一歩とし、誰もがサッカーの楽しさに触
れられるように、誰もが心からサッカーを楽しめるように、サッカーファ
ミリー全体で新潟県のサッカーを豊かにしていくことを目的とし、継続
事業としてNiFA パラ・サッカーフェスティバル 2018 を開催します。
当日は多くの皆様にご来場いただき、観戦、参加をしていただきたくお
願い申し上げます。
　　　
日　程：2018年 10月 7日（日）
　　　　9時 00分～ 14時 30分
　　　　　　　　　　　　（終了予定）

会　場：聖籠スポーツセンター

内　容： カテゴリーごとの体験会や教室、ミニゲームを実施
（予定）［カテゴリー］
　　　　　　　 ブラインドサッカー、
　　　　　　　CP（脳性まひ）、
　　　　　　　知的障害、車椅子、
　　　　　　　その他

対　象： 障害の有無を問わず、障がい者サッカーに興味のある者

参加費：無料

第40回　JFA 皇后杯
全日本女子サッカー選手権大会２回戦のご案内


